
2021 年度 史跡伊賀国庁跡保存整備事業指導委員会会議録 

 

日時 2022（令和４）年２月 16 日（水）14時 00 分 

                   場所 伊賀市 府中地区市民センター 会議室 

 

・出席者 

指導委員   高瀬委員長・寺崎副委員長・小澤委員・穂積委員・上出委員・田中委員 

オブサーバー 三重県教育委員会社会教育文化財保護課（中井班長・水谷主任） 

事務局 文化財課文化財係（笠井課長・福島係長・福田主任・眞名井主任） 

 

１．開会の挨拶 

①課長挨拶 

②出席確認  史跡伊賀国庁跡保存整備事業指導委員会条例に基づき、会議の成立を確認した。 

③委員長・副委員長の確認  委員長・高瀬先生 副委員長・寺崎先生 

 

２．報告事項 

（１）今年度事業進捗状況及び来年度以降の整備事業について 

（現地にて確認・報告）（資料２・資料３参照） 

①今年度事業について 

 ・維持管理用水道管埋設及び散水栓設置 

・整備区域の排水溝及び集水桝設置、 

・政庁域及び政庁周辺部と多目的広場との段差部分の法面部分芝張工（法面養生） 

・政庁域及び政庁周辺部と多目的広場との間への階段設置・スロープ手すり設置工 

・多目的広場への敷砂利設置 ほか 

②来年度事業について 

・張芝工  

政庁部分は張芝 50％ 政庁周辺部分が雑草種吹付 50％であったが、委員よりの指摘を

受けて、政庁部分張芝 50％を 100％、政庁周辺部分雑草種吹付 50％を張芝 50％へ変更

すること説明し、了承を得た。 

・史跡標柱 . 

実施設計のとおりとする。 

・現地にて盛土工事の状況を報告し、確認いただいた。また、半立体復元する柱の高さにつ

いて標尺により確認いただいた。 

・その他、法面部分芝張工の施工（張芝 100％）について確認いただき、了解を得た。 

 

３．協議事項 

（１）来年度以降の整備事業について 

①通路の緑化ブロック  

事務局：東脇殿と西脇殿の南北位置が平行でないため、各建物の中心から通路の緑化ブロッ

クを延長すると、南北と東西の通路が直交せず、中心地点で互い違いとなる設計となって



いる。その是非についてご意見をいただいた。 

意 見： 

・互い違いとしていることに意味はない。 

・東西と南北の通路が直行しないが、東・西脇殿の建物のそれぞれの中心から延長して通

路をつなぐ、もしくは、直行させるため、通路幅を広げることで対応する、のどちらか

にしてはどうか。 

・東西の脇殿の位置が正対照とならないのが、伊賀国庁跡の脇殿の特徴でもあるので、あ

えて通路を直交させず東西の脇殿の中心を直線で結ぶこととする。 

②掘立柱復元建物の再検討について 

（前回委員会で復元柱の直径について再確認すよう、意見が出されたため、再検討いただ

いた。） 

意 見 

・これまでの研究の成果から、柱径の 1.4～1.5 倍が柱掘方の規模となることが判明してい

る。それを踏まえると、伊賀国庁跡の場合、正殿であっても最大径は 30ｃｍが上限とな

るものであろう。 

・事務局案は遺構検出時の上端を根拠としているが、下端の規模が実態に即していると考

えられ、それを採るべきである。 

・平成 3 年度の発掘調査も、保存措置を考慮して完掘していない為、推定とせざるを得な

い部分もある。 

※各建物の柱穴について検討の結果、以下とおりとする案が出された。 

 

寸法 
建物名 

直径 高さ 

正殿 
身舎 10 寸（30 ㎝） 80cm 

廂 ８寸（24 ㎝） 80cm 

前殿 ７寸（21 ㎝） 60cm 

脇殿 ９寸（27 ㎝） 60cm 

南門 
本柱 ８寸（24 ㎝） 60cm 

控柱 ６寸（18cm） 60cm 

掘立柱塀 ６寸（18cm） 30cm 

 

 

※今後の取り扱い 

・今回の委員会での意見をもとに、半立体復元柱の再設計案を事務局にて作成。 

・2022 年度１回目委員会（6～７月）にて設計案を提示し、了承を得たのち、2023 年度以

降の整備事業申請へ反映する。 

（２）その他 

意 見  



・工事の終わりまでオープンはしないのか？ 

 事務局：工程上できないと考えている。地元の方からみても工事が終わらないと活用でき

ないと思う。ただし府中地区の中からも草刈で協力できないかなどもお声を聴いている。

また、府中地区の方で地域の文化財にかかるマップを作っていただいた。これらも活用

しながら、地元と協働して活用できるよう努める。 

・整備事業の進捗について現場説明会などをもうけて地元住民への周知を図るように。 

   事務局：府中地区の文化祭や文化財ウォークをおこなっている。その中に盛り込み周知に

努める。 

 

４．その他 

①西明寺遺跡の発掘調査報告 

②府中住民自治協議会作成の文化財地図の紹介 

②令和 4 年度以降の伊賀国庁跡の環境整備にかかる外山区の協力について 

 

５．閉会の挨拶 

 


